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Abstract:Itisveryinteresthowtoconvertsolarthermalpowertoelectricpower.Solarairheatcollectorandchimney
areappliedtotheconvertingsystem.First,outsideairisheatedbysolarairheatcollectorand,after,heatedairisdrafted
bythechimn旬可stem.Smallaxialwindturbineissetinthebaseofchimn可andisdrovebytheheatedairflow.The
poweraddedtothesolarcollectorbysunlightisabout2kW,buttheoutputpowerofwindtmbineisabout0.22W.This
valueisverysmallOurdevicehasma1wdefects,andthesedefectsaiE即ingtobeimproved.
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1．はじめに
本研究は、太陽熱を空気集熱器を用いて集め、煙
突システムを用いて､煙突内に上昇気流を発生させ、
その上昇気流で小さな風車を駆動し、発電を行うと
するものである。
この方式は、超大規模なものは、オーストラリア
やスペインで開発されている。著者等は、普通の街
並で使用できる比較的小規模のものを開発したいと
考えている。
実験では、現在15㎡程度の小さい太陽熱空気集
熱器を自作し、最大の集熱条件等を求めた。この方
法では、空気集熱器と煙突システムを組み合わせた
高さが相当高くなり、危険のため思うように実験が
できなかったが、風車を回転させることは十分でき
た。
本報告では、この実験結果を報告する。
2．エネルギー状況と研究概要
日本は2008年から2012年の間に京都議定書にも
とづいて､1990年レベルのca排出量の6%の削減
が、国際的に義務付けられている。このような状
況のなかで、再生型自然エネルギーの開発が世界的
に活発になっている。最も普及している発電方法と
してはシリコン太陽電池が支配的である。シリコン
は素材に不純物を含有するため太陽が照射し発電を
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始めると発熱し､セルの温度上昇により効率が低下、
最高効率でも25%程度が限度である。今後、この原
理的発熱損失の無い非シリコン系（窒化物系）の素
子により発電効率50％の目標で研究開発が進めら
れる。一方、風力発電においては大型の風力発電機
を用いて、現在では世界全体では、1億kWを越え
るにいたっている。これは、100万kW原子力発電
所25機～30機の発電量に相当する。また、太陽熱
利用の分野で、一時ソーラコレクター温水用が活発
に利用されたが、現在は下火になっている。米国等
においては大規模出力の太陽熱利用発電所がみられ
るが、まだ世界を動かす力にはなっていない。太陽
熱で空気を加熱し、エントツ内で、上昇気流を発生
させ、その気流の中で発電を行う試みは、オースト
ラリア、スペイン等でlOOOkW相当の大規模装置の
開発が試みられている。この提案は小規模なソーラ
空気集熱器を使って、上昇気流を発生させ、マイク
ロ風車を駆動し動力を得るという研究テーマにおい
ては著者等の研究以外にはみられない。この発電方
式の利点は①弱風の利用のため設置構造が簡単であ
る。②発電機の設置位置が低く羽根応力、重力モー
メントによる支持物破壊の心配が少ない③維持費用
が不要である。
2005年度の研究では、直径180mmのマイクロ多










